
別
表
第
一
の
四
の
次
に
次
の
二
表
を
加
え
る
。

別
表
第
一
の
五
（
第
四
十
五
条
関
係
）

手
引
書
承
認
等
（
指
標
確
認
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受
け
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け
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な
い
場
合
に
限
る
。）
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0
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平成™›年˜™月™Ÿ日 金曜日 (号外第™Ÿ™号)官 報

（
第
二
議
定
書
締
約
国
の
船
舶
に
対
す
る
証
書
の
交
付
）

第
一
条
の
三
十
三

法
第
十
九
条
の
三
十
五
の
規
定
に
よ
り
交
付
す
る
第
二
議
定
書
締
約
国
の
船
舶
に
係
る
国
際
二

酸
化
炭
素
放
出
抑
制
船
舶
証
書
に
相
当
す
る
証
書
は
、
当
該
第
二
議
定
書
締
約
国
の
政
府
の
要
請
に
基
づ
い
て
交

付
し
た
旨
記
載
さ
れ
た
第
一
条
の
二
十
八
に
規
定
す
る
国
際
二
酸
化
炭
素
放
出
抑
制
船
舶
証
書
と
す
る
。

２

第
一
条
の
二
十
五
の
規
定
は
法
第
十
九
条
の
三
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
二
酸
化
炭
素
放
出
抑
制
航
行
手
引
書

の
承
認
に
相
当
す
る
承
認
及
び
法
第
十
九
条
の
三
十
五
第
二
項
に
規
定
す
る
二
酸
化
炭
素
放
出
抑
制
指
標
に
係
る

確
認
に
相
当
す
る
確
認
（
以
下
「
相
当
指
標
確
認
」
と
い
う
。）（
以
下
「
相
当
手
引
書
承
認
等
」
と
い
う
。）に
つ

い
て
、
第
一
条
の
二
十
七
の
規
定
は
相
当
指
標
確
認
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

３

地
方
運
輸
局
長
は
、
相
当
手
引
書
承
認
等
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
相
当
手
引
書
承
認
等
に
必
要
な
書
類

の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
海
洋
汚
染
防
止
設
備
等
、
海
洋
汚
染
防
止
緊
急
措
置
手
引
書
等
、
大
気
汚
染
防
止
検
査
対
象

設
備
及
び
揮
発
性
物
質
放
出
防
止
措
置
手
引
書
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
八
年
運
輸

省
令
第
三
十
八
号
）」を
「
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
船
舶
の
設
備
等
に

関
す
る
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
二
号
中「（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
六
号
）」を
削
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
船
級
船
」
を
「
検
査
対
象
船
級
船
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
二
中
「
か
ら
定
期
検
査
」
の
下
に「（
検
査
対
象
船
級
船
に
あ
つ
て
は
、
船
級
協
会
が
法
第
十
九
条
の

四
十
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
行
う
定
期
検
査
に
相
当
す
る
検
査
。
以
下
こ
の
条
、
第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
二
十

一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
に
お
い
て
「
定
期
検
査
等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
船
舶
が
、
海
洋
汚
染
等
防

止
証
書
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
の
三
月
前
か
ら
当
該
期
間
が
満
了
す
る
日
ま
で
の
間
に
定
期
検
査
に
合
格
し
た

場
合
又
は
」
を
「
法
第
十
九
条
の
三
十
七
第
六
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
又
は
検
査
対
象
船
舶
が
」
に
、「
以
降
に
定
期

検
査
」
を
「
以
降
に
定
期
検
査
等
」
に
、「
当
該
船
舶
」
を
「
当
該
検
査
対
象
船
舶
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中「（
法
第
十
九
条
の
四
十
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
削
り
、
同
項

第
一
号
中
「
従
事
す
る
船
舶
」
を
「
従
事
す
る
検
査
対
象
船
舶
」
に
改
め
、「
除
く
。）が
」
の
下
に
「
、
海
洋
汚
染
等

防
止
証
書
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
時
に
お
い
て
」
を
加
え
、「
定
期
検
査
」
を
「
定
期
検
査
等
」
に
改
め
、
同
項
第

二
号
中
「
船
舶
」
を
「
検
査
対
象
船
舶
」
に
改
め
、「
も
の
が
」
の
下
に
「
、
海
洋
汚
染
等
防
止
証
書
の
有
効
期
間
が

満
了
す
る
時
に
お
い
て
、」を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
船
舶
が
」
を
「
検
査
対
象
船
舶
が
、
海
洋
汚
染
等
防
止
証
書

の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
時
に
お
い
て
、」に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
船
舶
」
を
「
検
査
対
象
船
舶
」

に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
十
一
条
の
二

法
第
十
九
条
の
三
十
七
第
五
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
検
査
対
象
船
舶
が
、
定

期
検
査
等
を
外
国
に
お
い
て
受
け
た
場
合
そ
の
他
地
理
的
条
件
、
交
通
事
情
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
当
該
定
期

検
査
等
に
合
格
し
た
後
速
や
か
に
、
当
該
定
期
検
査
等
に
係
る
海
洋
汚
染
等
防
止
証
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

３

船
級
協
会
は
、
検
査
対
象
船
級
船
に
係
る
第
一
項
の
確
認
を
受
け
た
者
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、
国
際
海
洋
汚
染

等
防
止
証
書
の
裏
面
に
当
該
検
査
対
象
船
級
船
が
法
第
十
九
条
の
三
十
七
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る

旨
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

４

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
際
海
洋
汚
染
等
防
止
証
書
の
返
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該
国
際
海
洋
汚
染
等
防
止
証

書
の
有
効
期
間
の
満
了
前
に
受
け
た
定
期
検
査
に
係
る
国
際
海
洋
汚
染
等
防
止
証
書
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
従
前
の
国
際
海
洋
汚
染
等
防
止
証
書
を
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
国
際
海
洋
汚
染
等
防
止
証
書
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
第
十
九
条
の
二
十
六
第
二
項
」
を
「
第
十
九
条
の
三
十
五
の
四
第
二
項
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
船
級
船
」
を
「
検
査
対
象
船
級
船
」
に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
中
第
八
項
を
第
十
項
と
し
、
第
七
項
を
第
九
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
国
際
大
気
汚
染
防
止
原
動

機
証
書
の
再
交
付
若
し
く
は
書
換
え
」
の
下
に
「
、
国
際
二
酸
化
炭
素
放
出
抑
制
船
舶
証
書
の
再
交
付
若
し
く
は
書

換
え
」
を
加
え
、「
船
級
船
」
を
「
二
酸
化
炭
素
放
出
抑
制
対
象
船
級
船
に
係
る
国
際
二
酸
化
炭
素
放
出
抑
制
船
舶
証

書
の
交
付
若
し
く
は
検
査
対
象
船
級
船
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
中
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で

を
二
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

手
引
書
承
認
等
又
は
相
当
手
引
書
承
認
等
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
表
第
一
の
五
に
定
め
る
額
（
電
子
情

報
処
理
組
織
に
よ
り
申
請
を
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
別
表
第
一
の
六
に
定
め
る
額
）
の
手
数
料
を
納
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４

外
国
に
お
い
て
手
引
書
承
認
等
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
手
引
書
承
認
等
の
手
数
料
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
手
数
料
の
額
に
十
一
万
三
千
七
百
円
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

第
四
十
六
条
第
一
項
中
「
法
第
十
九
条
の
十
八
」
の
下
に
「
、
法
第
十
九
条
の
二
十
五
第
一
項
、
法
第
十
九
条
の

二
十
六
第
一
項
、
法
第
十
九
条
の
二
十
七
第
一
項
及
び
第
三
項
、
法
第
十
九
条
の
三
十
五
」
を
加
え
、「
第
六
項
」
を

「
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
法
第
十
九
条
の
四
十
八
第
一
項
」
を
「
法
第
十
九
条
の
三
十
一
第
一
項
、

同
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
（
法
第
十
九
条
の
三
十
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
法
第
十
九

条
の
三
十
三
第
一
項
、
法
第
十
九
条
の
四
十
八
第
一
項
」
に
改
め
る
。

２

法
第
十
九
条
の
三
十
七
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
書
面
を
地
方

運
輸
局
長
に
提
出
し
、検
査
対
象
船
舶
に
前
項
に
規
定
す
る
事
由
が
あ
る
旨
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
検
査
対
象
船
級
船
に
係
る
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
書
面
に
次
に

掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

海
洋
汚
染
等
防
止
証
書
の
写
し

二

海
洋
汚
染
等
防
止
検
査
手
帳
の
写
し

三

船
級
協
会
の
船
級
の
登
録
を
受
け
て
い
る
旨
の
証
明
書

３

地
方
運
輸
局
長
は
、
検
査
対
象
船
級
船
以
外
の
検
査
対
象
船
舶
に
係
る
前
項
の
確
認
を
行
つ
た
と
き
は
、
第
六

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
海
洋
汚
染
等
防
止
証
書
及
び
海
洋
汚
染
等
防
止
検
査
手
帳
を
定
期
検
査
を

申
請
し
た
者
に
返
付
す
る
も
の
と
す
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
り
海
洋
汚
染
等
防
止
証
書
及
び
海
洋
汚
染
等
防
止
検
査
手
帳
の
返
付
を
受
け
た
者
は
、
当
該

海
洋
汚
染
等
防
止
証
書
の
有
効
期
間
の
満
了
前
に
受
け
た
定
期
検
査
に
係
る
海
洋
汚
染
等
防
止
証
書
の
交
付
を
受

け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
従
前
の
海
洋
汚
染
等
防
止
証
書
及
び
海
洋
汚
染
等
防
止
検
査
手
帳
を
地
方
運
輸
局
長
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
」
を
「
従
前
の
」
に
、「
定
期
検
査
」
を
「
、
定
期
検
査
等
を

受
け
、
当
該
定
期
検
査
等
に
係
る
海
洋
汚
染
等
防
止
証
書
の
交
付
」
に
、「
当
該
海
洋
汚
染
等
防
止
証
書
」
を
「
従
前

の
海
洋
汚
染
等
防
止
証
書
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
船
級
船
」
を
「
検
査
対
象
船
級
船
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
国
際
海
洋
汚
染
等
防
止
証
書
」
を
「
法
第
十
九
条
の
四
十
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
十
九
条
の
三
十
七
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
国
際
海
洋
汚
染
等
防
止
証
書
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項

中
「
第
二
十
一
条
第
二
項
、
第
三
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

第
二
十
八
条
の
二

法
第
十
九
条
の
四
十
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の
三
十
七
第
五
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
書
面
を
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
、
検
査
対
象
船
舶
に
第

五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
事
由
が
あ
る
旨
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
検
査
対
象
船
級
船
に
係
る
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
国
際
海
洋

汚
染
等
防
止
証
書
の
写
し
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

地
方
運
輸
局
長
は
、
検
査
対
象
船
級
船
以
外
の
検
査
対
象
船
舶
に
係
る
前
項
の
確
認
を
行
つ
た
と
き
は
、
第
六

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
国
際
海
洋
汚
染
等
防
止
証
書
の
裏
面
に
当
該
検
査
対
象
船
舶
が
法
第
十
九

条
の
三
十
七
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
旨
を
記
載
し
て
、
定
期
検
査
を
申
請
し
た
者
に
返
付
す
る
も

の
と
す
る
。
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